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主要担当授業科目 「基礎音楽」「音楽演習」「保育内容研究（表現）」「総合表現」「総合演習」 

教 育 上 の 能 力 に 関 す る 事 項 
事項 年月日 概要 

１ 教育方法の実践例    

１）保育者・教員養成校における音

楽理論：日本女子大学「音楽理論Ⅰ」

の実践 
 
 
２）保育者・教員養成校における音

楽理論：日本女子大学「音楽理論Ⅱ」

の実践 
 
３）保育者・教育養成校における総

合的な音楽表現：日本女子大学「音

楽実技２」の実践 
 
４）邦楽器を用いた音楽教育の実

践：洗足学園音楽大学「邦楽ワーク

ショップ」の実践 
 
５）邦楽器と音楽教育：洗足学園音

楽大学「教員免許更新講座」の実践 
 
 
 
６）創造的な表現を支える音楽活

動：東京成徳大学「教員免許更新講

座」の実践 
 
 
７）文部科学省選定 戦略的大学連

携プログラム音楽系３大学による

共同プロジェクト 音楽コミュニ

ケーション・リーダー養成にむけて

第３回「ミュージック・コミュニケ

ーション講座」（アシスタント）の

実践 
 
８）保育者・教員養成校における音

楽の基礎的な知識体得の授業実

践：東京成徳大学「基礎音楽Ⅰ・Ⅱ」 
 
 
 
 

平成 15 年

4 月～平

成 25 年 7
月 
 
 
平成 15 年

4 月～平

成 25 年 7
月 
 
平成 20 年

4 月～平

成 22 年 3
月 
 
平成 17 年

9 月～現

在 
 
 
平成 20 年

8 月、平成

21 年 8 月 
 
 
 
平成 24 年

6 月 
 
 
 
平成 23 年

６月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 23 年

4 月～現

在 
 
 
 
 
 

日本女子大学家政学部児童学科（2 年生）において、諸民族の音

楽や現代音楽などを用いた幅広い実践的音楽活動を展開し、学生

の音楽に対する視野を広げた。また、コードネームを利用した子

どもの歌のピアノ伴奏に取り組み、子どもに合わせた音楽活動の

実践力の向上を行った。 
 
日本女子大学家政学部児童学科（2 年生）において、学生自身の

指導法の開発のために、世界の様々な音楽教育指導法を取り入れ

た授業を展開させた。また、音楽をつくる活動を取り入れながら

学生自身の創造性を高めた。 
 
日本女子大学家政学部児童学科（3 年生）において、ミュージカ

ルづくりの授業を展開し、作曲、ミュージカルの構成、歌唱・器

楽の練習など総合的な活動を通して、学生の自主性を高めた。 
 
 
洗足学園音楽大学において、邦楽器や邦楽作品を用いた音楽づく

りの授業を展開し、自国の音楽に対する音楽観を見直すととも

に、これからの音楽教育にどのように生かしていくことができる

のかその可能性を追求し、邦楽の新たな側面を見いださせた。 
  
洗足学園音楽大学の教員免許更新講座において、学習指導要領で

重視されるようになった我が国の音楽をどのように授業で展開

させていくことができるのか、その指導法や我が国の音楽をもと

にした音楽づくりの体験を通した日本の音や楽器を用いた音楽

活動展開への取り組み。 
 
東京成徳大学の教員免許更新講座において、一人ひとりが即興的

に表現する活動を通して、子どもの音を支える指導についての視

野を広げた。また、子どもと音楽活動を展開する際のピアノの在

り方（伴奏など）にも取り組んだ。 
 
音楽系大学における音楽コミュニケーション・リーダーの育成。

一人ひとりが音楽をつくること、それを支えるリーダーの役割や

音楽家としての役割を、実践を通して学び、音楽家としての新し

い視野を広げた。 
 
 
 
 
 
 
 
ピアノや弾き歌いの実技レッスンとともに，楽典の知識とコード

ネームを使った子どもの歌の伴奏への取り組み。 
 
 
 
 
 
 



９）多様な音楽を体験的に学ぶ授

業：東京成徳大学「音楽演習」 
 
 
10）第 10 回音楽授業ラボラトリー

の実践 
 
11）子どもと創造的な音楽活動を共

有するための実践的な授業の展

開：東京成徳大学教員免許更新講習 
 
12）邦楽と音楽教育の実践：現代邦

楽研究所講座 
 
13）私立幼稚園教諭研修会の実践：

さいたま市中央区私立幼稚園研修

会 
 
14）全国劇場・音楽堂等アートマネ

ジメント研修会 2016 の実践 
 
15）音楽づくり授業アイディアワー

クショップでの実践：鈴木楽器販売

株式会社 
 
16）日本音楽の教育をつなぐ会の実

践：日本音楽の教育と研究をつなぐ

会 
 

平成 23 年

4 月～現

在 
 
 
平成 27 年

5 月 
 
 
平成 27 年

6 月 
 
 
 
平成 27 年

10 月 
 
平成 28 年

1 月 
 
 
 
平成 28 年

2 月 
 
 
平成 28 年

2 月 
 
 
 
平成 28 年

3 月 
 

学生一人ひとりの音楽技能や表現を高めるためにピアノだけで

はなく，打楽器や合唱，管楽器など多様な音楽活動の展開。 
 
 
 
小・中学校の音楽教員を対象に、「音楽づくり」や「音楽ゲーム」

のバリエーションをつくる「音楽づくりワークショップ」を行っ

た。 
 
幼稚園・小学校教諭を対象に、子どもと創造的な音楽活動を共有

することについての講義を行うとともに、受講者一人ひとりが即

興的に音楽をつくる「音楽づくりワークショップ」を行った。 
 
 
邦楽器や邦楽のアイディアを使った「音楽づくり」について提案。

わらべ歌を使った「音楽づくりワークショップ」も行った。 
 
私立幼稚園教諭を対象とした、子どもとの即興的な音楽活動につ

いての講義と「音楽づくりワークショップ」を行った。 
 
 
 
公立施設における新しい音楽活動として、視覚障がい者と即興的

に音楽をつくる活動について提案。 
 
 
小学校音楽教員を対象に「音楽づくりワークショップ」を行った。

音楽ゲームを中心に音楽づくりの初心者から経験者までが楽し

むことが出来る活動を提案。 
 
 
幼・小・中学校教諭及び演奏家を対象に箏を使った「音楽づくり」

を行った。口唱歌に焦点を当て、それをもとに一人ひとりが即興

的に音楽をつくる活動を提案した。 
 
 
 
 

２ 作成した教科書，教材     

１）文部科学省学習指導要領準拠

（平成 14～16 年度用）「音楽のおく

りもの」鑑賞指導の手引（小学校） 
 
 
２）Let’s ボディ・パーカッション

（VIBS-100~101） 
 
３）ときめきどうようミュージアム

（VICS-60167~60176） 
 
４）鑑賞の授業づくりアイディア集

－へ～そ～なの！音楽の仕組み－ 
 
 
 
 
 
５）一人ひとりの表現を生かすⅡ－

新学習指導要領にもとづく小学校

音楽づくり 7 つのアイディア集－ 

平成 14 年

3 月 
 
 
 
 
平成 16 年

4 月 
 
 
平成 16 年

10 月 
 
 
平成 21 年

11 月 
 
 
 
 
 
 
平成 22 年

5 月 
 
 
 

小学校学習指導要領にもとづき、教科書の鑑賞教材をもとにした

子どもたち自身の体験的な活動と鑑賞活動とを関連させた指導

事例を執筆（pp.77：1 年生指導事例）及び、ISCM「こどもみ

らい 2001」（ワークショップ にもとづく）における発表作品が

CD に収録。 
 
小学校の音楽授業で展開できるボディ・パーカッションの DVD
教材（基礎編と展開編）。自分の身体から出る音を使って自分た

ちで音楽をつくる活動の展開を示唆。DVD 作成のサポート。 
 
子どものための同様を集めた CD。昔から歌いつがれる歌、新し

い歌、身体を動かす歌、手遊び歌など幅広い子どもの歌を収録。

子どもの歌の選曲・収録・ブックレット作成のサポート。 
 
小学校学習指導用にもとづく鑑賞授業のアイディア集。音楽の仕

組みから鑑賞にアプローチする授業のアイディアを提案し、鑑賞

する音楽作品の音楽の仕組みにもとづいた音楽活動を子どもた

ち自身が経験しながら、一人ひとりが積極的に、また、深く音楽

を鑑賞することができる活動を展開させた（pp.22~23、46~47、
74~75、80~81、98~99）。 
 
小学校学習指導要領にもとづく音楽づくりの指導事例集。循環コ

ードをキーワードに、ブルースの基礎的な循環コードを用いなが

ら、子どもたち一人ひとりが音楽をつくることができる活動を展

開させた（pp.39~45：高学年） 
 



 
６）音楽づくりの授業アイディア集

－音楽をつくる・音楽を聴く 
 
 
 
７）保育者・教師をめざす人、集ま

れ～！みんなピアノだい好き！ 
 
 
 

平成 24 年

4 月 
 
 
 
 
平成 28 年

1 月 
 

小学校学習指導要領にもとづく音楽づくりのアイディア集。鑑賞

曲の語法から音楽づくりを行ったり、多様な音楽から音楽づくり

を行うアイディアを提案した。また、小学校での音楽づくりの実

際の授業紹介等も行っている（pp.66~69、70～72、90～97）。 
 
 
保育士・幼稚園教諭・小学校教諭を目指す人に向けたピアノの教

則本。基礎的な練習曲やクラシックでは有名な作品、諸外国の曲、

日本の曲、現代曲、さらに 1 本指から始めるコードネームや即

興、音楽づくりなど、多角的な視点から子どもと音楽活動を行う

ことが出来るための教則本。 

３ 教育上の能力に関する大学等の評価     

学生による授業評価 

 

 

  

平成 23 年

4 月～現

在に至る 

大学で実施する授業評価で，担当する音楽関係の授業において

4.5 以上の評価を得ている。また，表現等の授業においてもおお

むね 5 段階において 4 以上と良い評価を得ている。 

 

４ 実務の経験を有する者についての特記

事項 

１）子ども・助成・クラシック音楽 

 

 

２）洗足学園音楽大学教員免許講習 

 

 

 

３）邦楽演奏家のためのワークショップ 

 

 

４）パーカッション・ミュージアム-打楽器

アンサンブルの新次元を楽しむ- 

 

 

５）小学校音楽専科教員（葛飾区）ワーク

ショップ 

 

６）平成 23 年度江戸川区小学校音楽部会 C

ブロック研究授業 

 

 

 

７）東京成徳大学教員免許更新講習 

 

 

８）東京成徳短期大学附属第二幼稚園教員

研修会講師 

 

９）平成 24 年度江戸川区小学校音楽部会一

斉研究会 

 

10）平成 24 年度江戸川区小学校音楽部会事

前研究・授業研究 

 

 

 

11）日本即興学会 2012 大会シンポジウム 

 

 

12）現代邦楽研究所第 19 期総合コース 

 

 

13）東京成徳短期大学附属第二幼稚園教員

    

2006 年 2

月 

 

 

2008 年 8

月、2009

年 8 月 

 

2009 年 12

月 

 

2011 年 2

月 

 

 

2011 年 2

月 

 

平成 23 年

11 月～平

成 24年 3

月 

 

平成 24 年

6 月 

 

平成 24 年

8 月 

 

平成 24 年

10 月 

 

平成 24 年

9 月～平

成 25年 2

月 

 

平成 24 年

9 月 

  

平成 25 年

6 月 

 

平成 25 年

平成 17 年度全国公立文化施設アートマネジメント研修会[舞台

芸術フェア・アートマネジメントセミナー2006]音楽づくりワー

クショップアシスタント。 

 

洗足学園音楽大学教員免許講習の講師。 

 

 

 

邦楽演奏家のための音楽づくりワークショップ講師。 

 

 

平成 22 年度全国公立文化施設アートマネジメント研修会[舞台

芸術フェア・アートマネジメントセミナー2011]音楽づくりワー

クショップアシスタント。 

 

葛飾区音楽専科教員研究会の講師。 

 

 

江戸川区音楽専科教員（小学校）の研究授業（事前研究）講師。 

 

 

 

 

東京成徳大学教員免許更新講習（創造的な音楽活動）の講師。 

 

 

子どもと創造的な音楽活動を行うための実践を踏まえた研修会

講師。 

 

江戸川区小学校音楽部会一斉研究会（音楽づくり）の講師。 

 

 

江戸川区小学校音楽部会による研究授業及び事前研究授業講師。 

 

 

 

 

日本即興学会 2012 大会シンポジウム「音楽即興と子どもの教育」

パネリスト。 

  

現代邦楽研究所第 19 期総合コースにおいて「邦楽と音楽教育」

についての講義とワークショップを行った。 

 

子どもを支える音楽活動・創造的な音楽活動の実践の研修会講



研修会 

 

14）平成 25 年度江戸川区小学校音楽部会一

斉研究会 

 

 

15）平成 25 年度江戸川区小学校音楽部会事 

前研究・授業研究 

 

 

16）東京成徳短期大学附属第二幼稚園教員

研修会 

 

 

 

14）音楽授業ラボラトリー研究会講師 

 

 

15）東京成徳大学教員免許更新講習 

 

 

16）東京成徳短期大学附属第二幼稚園教員

研修会 

 

 

17）現代邦楽研究所授業 

 

 

18）東村山市立北山小学校研究授業 

 

 

 

19）さいたま市中央区私立幼稚園教諭研修

会 

 

20）全国劇場・音楽堂等アートマネジメン

ト研修会 

 

21）音楽づくり授業アイディアワークショ

ップ（鈴木楽器） 

 

 

22）日本音楽の教育と研究をつなぐ会講習

会 

 

8 月 

 

平成 25 年

10 月 

 

 

平成 25 年

9 月～11

月 

 

平成 26 年

8 月 

 

 

 

平成 27 年

5 月 23 日 

 

平成 27 年

6 月 

 

平成 27 年

8 月 

 

 

平成 27 年

10 月 

 

平成 27 年

12 月 

 

 

平成 28 年

1 月 

 

平成 28 年

2 月 

 

平成 28 年

2 月 

 

 

平成 28 年

3 月 

 

師。 

 

江戸川区小学校の音楽専科教員を対象に「音楽づくりワークショ

ップ」を行うとともに、常時活動での「音楽づくり」や、鑑賞曲

と「音楽づくり」の関係について述べた。 

 

小学校音楽科の「音楽づくり」の研究授業における助言者をつと

めた。 

 

 

参加型のコンサート及び、子ども一人ひとりが即興的に音楽をつ

くったり、様々な形態の音楽に親しむ活動を行った。保育者を対

象とした研修会では、声を使った活動や合唱活動、ピアノのポイ

ントなどを実践的に学ぶ時間を持った。 

 

小・中学校の音楽教員を対象に、「音楽づくり」や「音楽ゲーム」

のバリエーションをつくる活動を行った。 

 

東京永徳大学教員免許更新講習（子どもと創造的な音楽活動を共

有するために）の講師。 

 

親子で参加できるコンサート及び、子ども一人ひとりが音楽を即

興的につくる活動を行った。教員研修会では子どもとの即興的な

音楽活動について体験的に提案した。 

 

邦楽器や邦楽のアイディアを使った「音楽づくり」について提案。

わらべ歌を使った「音楽づくりワークショップ」も行った。 

 

小学校音楽科の「音楽づくり」の研究授業における助言者をつと

めた。また、教員研修では全科教員も対象とした「音楽づくりワ

ークショップ」を行った。 

 

私立幼稚園教諭を対象とした、子どもとの即興的な音楽活動につ

いての講義と「音楽づくりワークショップ」を行った。 

 

公立施設における新しい音楽活動として、視覚障がい者と即興的

に音楽をつくる活動について提案。 

 

小学校音楽教員を対象に「音楽づくりワークショップ」を行った。

音楽ゲームを中心に音楽づくりの初心者から経験者までが楽し

むことが出来る活動を提案。 

 

幼・小・中学校教諭及び演奏家を対象に箏を使った「音楽づくり」

を行った。口唱歌に焦点を当て、それをもとに一人ひとりが即興

的に音楽をつくる活動を提案した。 

５ その他     

日本女子大学学業成績優秀賞・研究

奨励賞 
平成 23 年

4 月 
日本女子大学大学院にてすぐれた研究を自立的に遂行しようと

している者に対して与えられる賞。各専攻から対象者が推薦さ

れ、それぞれの専攻から 1 名に授与される。 
職 務 上 の 実 績 に 関 す る 事 項 

事項 年月日 概要 

１ 資格，免許   

１）中学校教諭専修免許状（音楽） 

 

 

２）高等学校教諭専修免許状（音楽） 

 

2003 年 3

月 

 

2003 年 3

月 

平 14 中専第 106 号・高知県教育委員会 

 

 

平 14 高専第 105 号・高知県教育委員会 

 

２ 特許等     

なし 

 
    

３ 実務の経験を有する者についての特記

事項 

なし 

    

  

 
  



  

 

４ その他 

なし 

 

    

研 究 業 績 等 に 関 す る 事 項 

著書，学術論文等の名称 
単著・共

著の別 

発行又は発

表の年月      

発行所，発表雑

誌等又は発表

学会等の名称 

概要 

（著書）         

1.文部科学省学習指導要領

準拠（平成 14～16 年度用）

「音楽のおくりもの」鑑賞

指導の手引（小学校） 
 
 
 
 
 
 
2.「幼児の創造的な表現を

育むもの－4 歳児における

即興的・創造的活動事例の

検証を通して－」 
 
 
 
 
 
 
3.鑑賞の授業づくりアイデ

ィア集－へ～そ～なの！音

楽の仕組み－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.一人ひとりの表現を生か

すⅡ 新学習指導要領にも

とづく小学校 音楽づくり

7 つのアイディア集 
 
 
 
 
5．音楽づくりの授業アイデ

ィア集 音楽をつくる・音

楽を聴く 
 
 

共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
共 

平成 14 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成21年10
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成21年11
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 22 年 5
月 
 
 
 
 
 
 
 
平成 24 年４

月 

日本コロムビ

ア 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
『音楽教育学

の未来』日本

音楽教育学会

編、音楽之友

社、 
154-167 頁 
 
 
 
 
 
音楽之友社 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
教育出版株式

会社、 
39-45 頁 
 
 
 
 
 
音楽之友社 

小学校学習指導要領にもとづき、教科書の

鑑賞教材をもとにした子どもたち自身の体

験的な活動と鑑賞活動とを関連させた指導

事例を執筆（pp.77：1 年生指導事例）及び、

ISCM「こどもみらい 2001」（ワークショッ

プ 13 にもとづく）における発表作品が CD
に収録。 
監修：坪能由紀子 
著者：瀬尾宗利、銭本三千宏、瀧川淳、味

府美香、岡村知由紀 
 
平成 16 年度から継続的に幼稚園で行って

いる音楽活動において、一定の条件（制約）

のもとで、幼児集団がどのように創造的に

音楽活動に参加し、それを持続・発展させ

ることができたのかを分析・考察した。そ

れを通して、幼稚園をはじめ、子どもの集

団活動の場においては、一定の条件（制約）

が創造的な音楽活動を育む一助となること

を明らかにした。 
著者：駒久美子、味府美香、木村充子、古

山律子、坪能由紀子 
 
小学校学習指導要領にもとづく小学校の鑑

賞授業のアイディア集。音楽の仕組みから

鑑賞にアプローチする授業のアイディアを

提案し、鑑賞する音楽作品の音楽の仕組み

にもとづいた音楽活動を子どもたち自身が

経験しながら、一人ひとりが積極的に、ま

た、深く音楽を鑑賞することができる活動

を展開させた（pp.22~23、46~47、74~75、
80~81、98~99）。 
著者：坪能克裕、坪能由紀子、高須一、熊

木眞見子、中島寿、高倉弘光、駒久美子、

味府美香 
 
 
小学校学習指導要領にもとづく音楽づくり

の指導事例集。循環コードをキーワードに、

ブルースの基礎的な循環コードを用いなが

ら、子どもたち一人ひとりが音楽をつくる

ことができる活動を展開させると同時に幅

広い音楽観を広げることを示唆した（高学

年指導事例）。 
著者：味府美香、駒久美子 
 
 

小学校学習指導要領にもとづく音楽づくり

授業のアイディア集。音楽の仕組みや鑑賞

曲の音楽構造、さまざまな視点から音楽づ

くりを展開する（pp.66~75、90~99）。 
著者：坪能克裕、坪能由紀子、高須一、熊

木眞見子、中島寿、高倉弘光、駒久美子、

味府美香 



 
 
 

 

（学術論文）         

1.幼児の創造的な音楽活動

に関する研究Ⅰ－幼児の音

楽活動の変容の分析・解釈

を通して－ 
 
 
 
 
 
2.幼児の創造的な音楽活動

の開発に関する研究Ⅱ－見

て真似て学ぶ異年齢の音楽

活動－ 
 
 
 
 
 

 
3.幼児の創造的な音楽活動

の開発に関する研究Ⅲ－人

的環境としてのリーダーや

保育者の応答性－ 
 
 
 
 
 
 
 
4.幼児の創造的な音楽活動

の開発に関する研究Ⅳ－

「いないいないばあ」と幼

児の音楽活動における「間」

に着目して－ 
 
 
 
 
 
 
5.幼児の創造的な音楽活動

の開発に関する研究Ⅴ－

「mivurix」による事例の

分析を通して－ 
 
 
 

 

共 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 17 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 18 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 21 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 22 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
平成 22 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日本女子大学

大学院紀要、

家 政 学 研 究

科・人間生活

学研究科、第

11 号 、

225-233 頁 
 

 
日本女子大学

大学院紀要、

家 政 学 研 究

科・人間生活

学研究科、第

12 号、23-34
頁 
 
 
 
日本女子大学

大学院紀要、

家 政 学 研 究

科・人間生活

学研究科、第

15 号、 
1-8 頁 
 
 
 
 
 
日本女子大学

大学院紀要、

家 政 学 研 究

科・人間生活

学研究科、第

16 号、 
99-107 頁 
 
 
 
 
 
 

日本女子大学

大学院紀要、

家 政 学 研 究

科・人間生活

学研究科、第

16 号、 
99-107 頁 
 
 
 

平成 16 年度から現在に至るまで継続的に

幼稚園で行っている研究の中から、平成 16
年度の音楽活動で出会ったある一人の幼児

の音楽表現に焦点をあて、クラートゥスの

理論を用い分析することで、そこから幼児

の創造的な音楽活動における一つのモデル

を提示することを試みたものである。 
著者：坪能由紀子、木村充子、味府美香、

小川博久、裵珉卿 

 
平成 16 年度から現在に至るまで継続的に

幼稚園で行っている研究をもとに、幼児の

創造的な表現の発達プロセスに焦点を当て

たものである。音楽表現における熟練者（＝

ミュージシャン）や経験者（＝年長の子ど

もたち）を見て真似て学ぶという視点から、

音楽表現活動における幼児の創造的な表現

発達のプロセスについて明らかにした。 
著者：裵珉卿、坪能由紀子、小川博久、味

府美香、木村充子 
 
「応答性」をキーワードに、平成 16 年度か

ら継続的に幼稚園で行っている研究の中か

ら、擬音語・擬態語を取り入れた活動を取

り上げ、幼児たちがどのように音楽活動を

共有していくか、その過程を分析した。そ

の結果、（1）リーダーや保育者の身体性の

重要性（2）応答的な音楽活動を行うことの

重要性（3）環境設定の重要性における応答

性が子どもの音楽的な創造性を育む一助と

なることを明らかにした。 
著者：駒久美子、古山律子、味府美香、木

村充子、坪能由紀子 
 
「間」をキーワードに、平成 16 年度から継

続的に幼稚園での音楽活動に関わってきた

援助者の一人に焦点を当て、その援助者が

つくる「間」がどのように子どもたちや音

楽活動に影響を与えているのかを分析し

た。その分析を通して、幼児の音楽活動と

それを支える保育者の支援において「間」

がどのような意味を持つのかを考察し、音

楽活動における「間」と援助との関わりに

一つの方向性を見いだそうとした。 
著者：味府美香、駒久美子、古山律子、坪

能由紀子 
 
平成 16 年度から継続的に幼稚園で行って

いる音楽活動をビデオデータ質的分析支援

ソフト「mivurix」を用いて分析を行った。

分析を通して、分析結果が記述的な研究と

異なる知見をもたらすか、音楽活動の分析

における「mivurix」の有用性と問題点は何

かを明らかにした（口頭発表 6 にもとづ

く）。 
著者：古山律子、駒久美子、味府美香、坪

能由紀子 
 



6.箏の新たな調弦による音

楽づくりの広がり－バッ

ハ・モチーフをもとに－ 
 
 
 
 
7.音楽教員によるオノマト

ペを用いた音楽づくり―韓

日合同音楽教育セミナーに

おける参加者の作品分析を

通して－ 
 
 
 
 
8.幼児の創造的な音楽活動

の開発に関する研究Ⅵ－

2004 年～2010 年までの実

践事例と研究を振り返って

－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
9.オノマトペによる幼児の

音楽表現の可能性 
 
 
 
 
 
 
 
 
10．雑誌『教育音楽』に見

る音楽づくりとサウンド・

エデュケーションの広がり

と変容（審査付） 
 
 
 
 
 
11．幼児の創造的な音楽活

動の開発に関する研究Ⅶ－

わらべうたの音構造をもと

にした音楽活動の分析・考

察を通して－ 
 

単 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 

平成 23 年 2
月 
 
 
 
 
 
 
平成 23 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 23 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 23 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

平成 23 年８

月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 24 年

3 月 
 
 
 
 
 

洗足論叢（洗

足学園音楽大

学・短期大学）

第 39 号、 
1-13 頁 
 
 
日本女子大学

大学院紀要、

家 政 学 研 究

科・人間生活

学研究科、第

17 号、 
145-152 頁 
 
 
 
日本女子大学

大学院紀要、

家 政 学 研 究

科・人間生活

学研究科、第

17 号、 
145-152 頁 
 
 
 
 
 
 
 
人文論究第 80
号、83-96 頁 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

音楽教育実践

ジ ャ ー ナ ル

vol.9 no.1、日

本音楽教育学

会、98-109 頁 
 
 
 
 
日本女子大学

大学院紀要、

家 政 学 研 究

科・人間生活

学研究科、第

18 号、11-19
頁 

邦楽器を用いた音楽づくりの中から、箏の

調弦に着目した事例を取り上げ分析を行っ

た。分析を通して、箏の新たな調弦を開発

し、それを用いた音楽づくりを行うことで

音楽づくりにおける箏の新たな可能性を見

いだそうとした。 
著者：味府美香 
 
第 2 回韓日合同ゼミナールにおいて行った

音楽づくりワークショップをオノマトペと

いう視点から参加者の作品を分析し、オノ

マトペが音楽づくりにおいてどのような意

味を持つのか、また、文化的・言語的背景

を異にする参加者がオノマトペという同一

の素材を共有することによって、どのよう

な音楽的異文化交流が生じるのかを明らか

にした（口頭発表 7 にもとづく）。 
著者：裵珉卿、味府美香、片岡寛晶 
 
 
平成 16 年度から幼稚園で行ってきた一連

の創造的な音楽活動を振り返り、子どもた

ちと即興的な活動を行う中で音楽的手立て

として音楽の構造を用いていたことを 47
にも及ぶ活動事例から言及するとともに、

これまでに共同研究者によって発表されて

きた研究成果を俯瞰し、創造的な音楽活動

の意味を考察し、幼稚園における創造的な

音楽活動のためにはどのような「手だて」

が必要か、その指針となるものをいくつか

の視点から示唆した。 
著者：坪能由紀子、駒久美子、味府美香、

古山律子 

 
幼児教育や音楽教育などの教育分野で用い

られているオノマトペの教育的な役割や効

果、そしてその意味について探るとともに、

表現手段としてのオノマトペの限界を考察

した。また、オノマトペを用いた幼児の主

体的な音楽表現活動の事例を取り上げ、分

析を通してオノマトペと音の可塑性という

オノマトペの新たな可能性について見いだ

した。 
著者：裵珉卿、味府美香 
 
 
1989 年から 2011 年までの雑誌『教育音楽』

（小学版）に掲載される実践事例の分析。

音楽づくりとサウンド・エデュケーション

が小学校の音楽にどのように広がってきた

のか、お互いにどのような関わりを持ち変

容してきたのか、そこから見えてくる問題

は何かを分析を通して考察した。 
著者：味府美香、駒久美子 
 
幼児の創造的な音楽活動における教師の役

割をキーワードに、わらべうたの音構造を

使った音楽活動において、幼児が即興的に

音楽表現をする際に教師がどのような援助

を行うことによって活動が発展するのかに

ついて見いだそうとした。 
著者：古山律子、味府美香、駒久美子、坪

能由紀子 



 
12．Creating Music for the 
Japanese Traditi- 
onal Instrument “Koto” – 
The Left Hand  
“Oshide” Technique－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（報告書） 
1.応答性の音楽を楽しむ－

日韓両国の子どものうたお

よび伝統音楽などをもとに

－ 
 

 
単 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 

 
平成 24 年

7 月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 20 年 6
月 

 
The Wind 
from the Ea- 
st; Proposals 
for Crea- 
tive Music 
Activities by 
Young Musi- 
cians from 
East Asian 
Countries, 
Published by 
the Insti- 
tute of Cre- 
ative Music 
Activity for 
Children at 
Japan Wo- 
men’s Unive- 
rsity,  
pp.56-61 
 
 
第 9 回 
日本音楽教育

学会ゼミナー

ル：日韓合同

ゼミナール報

告書、 
55-59 頁 
 

 
 
箏の奏法の一つである“押し手”に着目を

することで、古典曲から現代曲までの作品

における“押し手”の役割を展望し、“押し

手”を通して日本だけではなく諸外国のコ

ト（箏と同じツィター属の楽器）の音楽に

も共通点があることを、ワークショップを

通じて体験しうることを提案した。 
著者：味府美香 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
第 9 回日本音楽教育学会ゼミナール・日韓

合同ゼミナール（平成 20 年）において行っ

た音楽づくりワークショップについて報告

したものである。ワークショップでは日韓

の参加者一人ひとりが音楽をつくり、その

音楽の分析を通して応答性という共通性を

見いだすことができた（口頭発表 5 にもと

づく）。 
著者：味府美香、駒久美子、裵珉卿、坪能

由紀子 
 

（その他）         

[口頭発表] 
1.幼児の創造的な音楽活動

の開発に関する研究 1－幼

児の音楽活動の変容の分

析・解釈を通して－ 
 
 
 
 
 
2.幼児の創造的な音楽活動

の開発に関する研究 2－音

楽ゲームにもとづいた幼児

の創造的音楽表現－ 
 
 
 
 
 
 
3.幼稚園における参加型コ

ンサートの可能性を探る－

 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 

 
平成17年10
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成17年10
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成18年10
月 
 

 
日本音楽教育

学会第 36 回

大会（琉球大

学） 
 
 
 
 
 
 
 
日本音楽教育

学会第 36 回

大会（琉球大

学） 
 
 
 
 
 
 
日本音楽教育

学会第 37 回

大会（千葉大

[口頭発表] 
平成 16 年度から始めた幼稚園における創

造的な音楽活動の中から、一人の幼児を抽

出し、その幼児が音楽活動を重ねていくな

かでどのように変容していくのか、そこに

援助者がどのように関わっていたのか、そ

のプロセスを分析し考察した。 
（学術論文 1 にもとづく） 
共同研究者：木村充子、味府美香、小川博

久、坪能由紀子、裵珉卿 
 
 
平成 16 年度から始めた幼稚園における創

造的な音楽活動の中から、偶発的に起こっ

た音楽活動に着目し、どのように子どもた

ちが音楽活動に関わり、それを発展させて

いくのかを“音楽ゲーム”という視点から

分析し、創造的な音楽活動に必要なものは

何かを探るための手がかりを見いだそうと

した。 
共同研究者：味府美香、裵珉卿、小川博久、

木村充子、坪能由紀子 
 
平成 16 年度から始めた幼稚園における創

造的な音楽活動では、年度の締めくくりと

して、コンサートを行っている。このコン



S 幼稚園での実践事例から

－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
4.幼児の創造的な音楽活動

の開発に関する研究 3－コ

ールアンドレスポンスを用

いた音楽あそびに着目して

－ 
 
 
 
5.応答性の音楽を楽しむ－

日韓両国の子どものうたお

よび伝統音楽などをもとに

－ 
 
 
 
 
 
 
 
6.幼児の創造的な音楽活動

の開発に関する研究 4－
“ mivurix（ミブリック

ス）”による事例の分析を通

して－ 
 
7.反復性の音楽を楽しむ－

日本のわらべうた・日本の

詩などをもとに－ 
（반복성 음악 즐기기 

-일본 전래동요 • 
 일본의 詩를 가지고 ‐） 
 
 
 
8.Enjoy Group 
 Improvisation: Based on 
the Traditional Rhythm 
Pattern from Japan, 
Korea and China 
 
 
 
 
9.幼児の音楽づくりによる

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 

共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 

 
共 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成19年11
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 20 年 1
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成21年10
月 
 
 
 
 
 
 
 
平成 22 年 1
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 22 年 8
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 23 年５

月 

学） 
 
 
 
 
 
 
 
 
日本音楽教育

学会第 38 回

大会（岐阜大

学） 
 
 
 
 
第 9 回日本音

楽教育学会ゼ

ミナール 日

韓合同ゼミナ

ール 
 
 
 
 
 
日本音楽教育

学会第 40 回

大会（広島大

学） 
 
 
 
 
 
韓日合同音楽

教育セミナー

（韓国・建国

大学校） 
 
 
 
 
 
 
29th ISME 
World  
Confere- 
nce2011 （ 北

京・China 
National 
Conventi- 
on Cen- 
ter） 
 
保育学会第 64
回大会（玉川

大学） 

サートでは幼児や保育者も参加するスタイ

ルをとり、その年度に展開した一連の音楽

活動に用いた音楽的なアイディアをベース

としたコンサートを展開することで、幼児

や子どもにとって音楽がより身近なものに

なるとともに、参加型コンサートの新たな

可能性を見いだそうとした。 
共同研究者：駒久美子、味府美香、木村充

子、裵珉卿、坪能由紀子 
 
平成 16 年度から継続的に行っている音楽

活動の中から、コールアンドレスポンス（応

答）をキーワードに、幼児と援助者がどの

ように音楽活動を行い、コールアンドレス

ポンスという音楽構造が創造的な音楽活動

をどのように発展させることができるのか

を分析・考察した。 
共同研究者：駒久美子、味府美香、木村充

子、裵珉卿、坪能由紀子 
 
日韓両国の子どものうたや伝統音楽をもと

に、日韓両国に共通する音楽構造の一つで

ある「応答性」をキーワードに、参加者一

人ひとりが音楽をつくる活動を行った。「応

答性」という共通の音楽構造を用いること

で、音楽的背景を異にする両国の参加者同

士が音楽的交流を持つことができる場をつ

くろうとした。 
共同研究者：坪能由紀子、味府美香、駒久

美子、裵珉卿 
 
平成 16 年度から継続的に幼稚園で行って

いる音楽活動をビデオデータ質的分析支援

ソフト「mivurix」を用いて分析を行った。

その分析を通して、「mivurix」の有用性と

問題点は何かを明らかにしようとした。 
共同研究者：古山律子、駒久美子、味府美

香 
 
「反復性」が韓日に共通する音楽構造の一

つであるという考えにもとづき、韓日両国

の参加者と音楽づくりを行った。言語の異

なる参加者同士の音楽的交流を可能にする

手だてとして、オノマトペに着目し、日本

のわらべうたや詩を用いながら両国の参加

者一人ひとりが即興的に音楽をつくる活動

を行った。 
共同研究者：味府美香、裵珉卿 
 
 
日本、韓国、中国の伝統的なリズム・パタ

ーンをもとに参加者一人ひとりが即興的に

音楽をつくる活動を行った。リズム・パタ

ーン自体はそれぞれの国によって異なる

が、その一方で、口唱歌や音楽構造、身体

性などいくつもの共通性を持つことが見い

だされた。 
共同研究者：駒久美子、味府美香、古山律

子、裵珉卿、屈維、坪能由紀子 
 
 
異年齢幼児集団における創造的な音楽表現

活動を、異文化交流の視点から分析するこ

とで、幼児の音楽づくりにおける異文化交



異文化交流の可能性－異年

齢幼児集団による創造的な

音楽表現活動による－ 
 
10.The World Music in 
the Cunt Music Textbooks 
in Japan 
 
11.Exploring the Crea- 
tive Activities Based on 
the Repetition: From the 
non-Western Music to 
Reich and from Reich to 
the World Music 
 
12.トガトンを使った即興

の広がり-音楽づくりを中

心に- 
 
 
 
 
[ポスター発表] 
1.保育者養成における創造

的な表現活動の開発－身体

の動きと音・音楽の関わり

を中心に－ 
 
 
 
[ワークショップ] 
1.The wind blows 
（審査付） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
2.幼稚園における音楽づく

りワークショップ 
 
 
 
 
 
3.幼児の創造的な音楽活動

の開発に関する研究 
 
 

 
 
 
 
 
共 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
単 
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共 
 
 
 

 
 
 
 
 
平成 23 年９

月 
 
 
 
平成 24 年 7
月 
 
 
 
 
 
 
 
平成 24 年 9
月 
 
 
 
 
 
 
 
平成25年10
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成13年10
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 15 年 4
月～平成 16
年 3 月 
 
 
 
 
 
平成 16 年～

平成 25 年 
 
 
 
 

 
 
 
International
Conference 
for Music 
Culture Inte- 
rommunion 
of Cross- 
Border nati- 
on in North- 
east Asian  
Region（哈尔

滨师范大学） 
 
 
日本即興学会

2012 大会シ

ン ポ ジ ウ ム

（神戸大学） 
 
 
 
 
日本教材学会

設立 25 周年

記念研究発表

大会（日本大

学） 
 
 
 
 
ISCM(Intern
ational So- 
ciety for Con- 
te 
mporary  
Music)“世界

音 楽 の 日 々

2001 横浜大

会「こどもみ

らい 2001」”
（みなとみら

いホール） 
 
東京都内私立

幼稚園 
 
 
 
 
 
東京都内私立

幼稚園 
 
 
 
 

流の新たな可能性を見いだそうとした。 
共同研究者：裵珉卿、味府美香 
 
 
今日の日本の教科書に教材化される世界の

音楽を、実践を踏まえて紹介。さらにそれ

ぞれの音楽構造を用いて一人ひとりがつく

ることによって新しい自分たちの音楽をつ

くることの意味を見いだそうとした。 
共同研究者：味府美香、古山律子、杉本め

ぐみ、駒久美子、早川冨美子、木下和彦、

羽生田麻子、坪能由紀子 
 
 
 
 
 
 
 
「音楽即興と子どもの教育」について論じ

たシンポジウム。フィリピンの民族楽器の

トガトンに焦点をあて、トガトンを使って

自分たちで新しく音楽をつくることにどの

ような可能性や意味があるのかを述べた。 
味府美香、今田匡彦、中地雅之、三宅珠穂 
 
 
ベラ・バルトーク＜ミクロコスモス＞の音

楽構造の分析を行い、それをもとに学生一

人ひとりが音楽とムーブメントをつくる活

動を行った事例の分析と考察。音楽やムー

ブメントを通した、創造的な表現活動の開

発を試みた。 
味府美香・小野和 
 
 
 
ISCM 主催“世界音楽の日々2001 横浜大会

「こどもみらい 2001」”の公募ワークショ

ップにおける入選作品。リコーダーを用い

た音楽づくりを横浜の小学生（3～6 年生）

とリコーダー奏者の鈴木俊哉氏とともに展

開した。古い西洋音楽をもとにした子ども

たちのリコーダー演奏、子どもたちと探し

たリコーダーの様々な音、現代特殊奏法が

散りばめられた鈴木氏の演奏を組み合わせ

て一つの音楽をつくりあげ、コンサートに

て演奏（その音源が文部科学省指導要領準

拠（平成 14～16 年度用）に収録：著書 1）。
味府美香、岡村知由紀他６名 
 
幼稚園教諭を対象とした音楽づくりのワー

クショップを行った。子どもの見つけた小

さな発見やささやかな音楽表現をどのよう

に生かし、共有していくことができるのか

を様々な音楽づくりを通して見いだそうと

した。 
 
東京都内の私立幼稚園において、幼児の創

造的な音楽活動の開発を目的に行った研究

８ワークショップ）。 
共同研究者：坪能由紀子、駒久美子・味府

美香他 
 



 
 
4.子ども・女性・クラシッ

ク音楽 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
5.童楽Ⅳ 音楽づくりワー

クショップ 
 
 
 
6.森と水の学校 
サマーミュージックキャン

プ 
 
 
 
 
 
7.森と水の学校 
サマーミュージックキャン

プ 
 
 
 
 
 
8.日本の音で音楽づくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
9.手拍子や体の音で会話し

よう 
 
 
 
 
10.邦楽家のためのワーク

ショップ 
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平成 18 年 2
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成18年11
月 
 
 
 
 
平成 18 年 8
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 19 年 8
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成19年12
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 20 年 8
月 
 
 
 
 
 
平成21年12
月 
 
 
 

 
平成 17 年度

全国公立文化

施設アートマ

ネジメント研

修会 
[ 舞台芸術フ

ェア・アート

マネジメント

セ ミ ナ ー

2006] 
 
 
 
日本現代音楽

協会主催「童

楽Ⅳ」 
 
 
サントリー株

式 会 社 主 催

「森と水の学

校」 
 
 
 
 
 
サントリー株

式 会 社 主 催

「森と水の学

校」 
 
 
 
 
洗足学園音楽

大学 / 大学院

主催 科学研

究費助成「日

本の伝統文化

の特筆に基づ

く音楽科教材

の現代化」研

究グループ企

画 
 
現代音楽協会

主催音楽づく

りワークショ

ップリーダー

の会 
 
邦楽音心会 
 
 
 
 

 
 
演奏家と聴衆が共に音楽を共有する活動を

展開。子どもや聴衆のつくった音楽をオー

ケストラで活躍する女性演奏家が自分の演

奏技術で支え音楽を豊かにつくりあってい

く方法を提案。公共のホールなど公立施設

において、演奏家と聴衆という一方向のみ

の音楽の共有方法ではない新しい活動展開

の一つとして提案された。ワークショップ

のアシスタントを務める。 
ワークショップリーダー：坪能由紀子 
サポーター：味府美香 
演奏：ライムレディースオーケストラ 
コーディネーター：坪能克裕 
 
演奏家と作曲家が小学生と一緒に音楽をつ

くり、コンサートで発表するプログラムに

おいて、ワークショップのサポーターをつ

とめるほか、コンサート当日の聴衆を対象

とした会場ワークショップを担当した。 
 
小学 4～6年生を対象とした 3泊 4日のミュ

ージックキャンプでの「音楽づくり」を中

心としたプログラムにおいて、ワークショ

ップリーダーをつとめた。プログラムの最

後には参加者の子どもたちとサントリーホ

ールでのコンサートで現代音楽を鑑賞し

た。 
味府美香・片岡寛晶・坪能由紀子 
 
小学 4～6 年生を対象とした 3 泊 4 日の「音

楽づくり」を中心としたプログラム。プロ

グラムの最後に鑑賞活動（サントリーホー

ル）を位置づけ、この鑑賞作品の音楽構造

をもとに「音楽づくり」のﾌプログラムを作

成、実施した。 
味府美香・片岡寛晶・須藤英子・坪能由紀

子 
 
日本の音や楽器、作品などを用いた教員を

対象とした音楽づくりを展開した。邦楽の

演奏家たちが演奏をサポートしながら、と

もに音楽をつくっていく活動を行い、日本

の音楽初心者から上級者まで誰もが参加で

き、ともに音楽を共有した。また、日本の

音楽の音楽構造に耳をすますことで、西洋

音楽との共通点や独自性を見いだすなど、

日本の音楽の新たな教材化の可能性などを

見いだそうとした。 
 
 
日本現代音楽協会主催のワークショップ案

公募に入選。手拍子や身体の音など身近な

音素材を持ちながら、会話をするようにお

互いが即興的に音楽をつくりあう活動を提

案した。 
 
 
三味線、箏、尺八を専門とする邦楽の演奏

家を対象とした「音楽づくりワークショッ

プ」。ワークショップリーダーとして、現代

邦楽作品の中から音楽構造や作曲のアイデ

ィアを抽出し、それをもとに音楽をつくる



 
 
11.筑波大学附属小学校学

習公開・初等教育研修会・

音楽分科会研修 
 
 
 
 
 
12.児童館ワークショップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
13.パーカッション・ミュー

ジアム－打楽器アンサンブ

ルの新次元を楽しむ－ 
 
 
 
 
 
 
 
 
14.小学校音楽専科教員（葛

飾区）音楽づくりワークシ

ョップ 
 
 
 
 
 
 
 
 
15.平成 21 年度 大学教育

充実のための戦略的大学連

携支援プログラム選定 音
楽系３大学による共同プロ

ジェクト音大連携による教

育イノベーション 
 
16.東京成徳短期大学附属

第二幼稚園「音楽広場」 
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平成 22 年 2
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 22 年 7
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 23 年 2
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 23 年 2
月 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 23 年６

月 
 
 
 
 
 
 
 
平成 23 年８

月 
 
 
 
 
 

 
筑波大学附属

小学校 
 
 
 
 
 
 
 
東京都武蔵台

児童館 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 22 年度

全国公立文化

施設アートマ

ネジメント研

修会 
[ 舞台芸術フ

ェア・アート

マネジメント

セ ミ ナ ー

2011] 
 
葛飾区小学校

音楽専科教員 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
東 京 音 楽 大

学、昭和音楽

大学、神戸女

学院大学 
 
 
 
 
東京成徳短期

大学附属第二

幼稚園 
 
 
 
 

活動を行った。 
 
筑波大学附属小学校学習公開・初等教育研

修会・音楽分科会研修にて行われた、新学

習指導要領にもとづきながら、音楽構造に

着目した新しい鑑賞の授業づくりにおける

アシスタントを務める。研修会参加者の音

楽づくりの際のサポートや新しい鑑賞の授

業づくりの中で提案される鑑賞作品の演奏

などを行った。 
 
小学 1～6 年生の異年齢集団を対象とした

音楽づくりの活動を学童（児童館）で行っ

た。楽器づくりやそれを用いた活動の展開

を通して、音楽をつくる活動であるからこ

そ異年齢でありながらも一人ひとりの表現

を生かすことができ、また、年少者は年長

を見て真似ながら学び、年長者は年少者を

導くリーダーとしてそれぞれを生かしあう

ことができるという、学童において異年齢

集団における音楽活動の一つの可能性を提

示した。 
 
全国公立文化施設協会主催の文化育成プロ

グラムにおける打楽器を使った地域施設・

演奏家・子ども（観客）の新たな音楽活動

の提案。ホールなど地域の文化施設におい

て、子どもたちや観客が演奏家とともに音

楽を共有する活動展開とその方法の提案、

また、地域と学校との連携の可能性を見い

だそうとした。ワークショップアシスタン

トを務める。 
 
 
 
小学校の音楽専科教員を対象とした音楽づ

くりのワークショップ。新学習指導要領に

おいてより重視されるようになった音楽づ

くりを授業の中で子どもとどのように展開

していくことができるのかを教員自らが体

験することで考えることを行った。西洋音

楽のみではなく、新学習指導要領でも重視

されている日本の音楽や諸民族の音楽な

ど、幅広い視野を持つことで授業案が広が

ること、またそうした授業を展開するため

に音楽づくりが有効であることを、ワーク

ショップを通じて示した。 
 
昭和音楽大学にて第３回ミュージック・コ

ミュニケーション講座のアシスタントを務

める。東京音楽大学からの配信による授業

にもとづきながら、昭和音楽大学学生と即

興的な音楽づくりの活動を展開した。 
 
 
 
子どもが聴くだけでなく、演奏者とやり取

りをしたり、演奏に参加したりする参加型

コンサートの提示を行った。また、裏声を

使った新しい教材の提案を行うとともに、

声に着目した教員研修を行った。 
 
 
 



 
 
17.港区立港南幼稚園「ここ

ろを育てる教育講座」講師 
 
 
18.平成 23 年度江戸川区小

学校音楽部会Cブロック研

究授業 
 
19.赤坂・青山子ども中高生

共育事業「サントリーホー

ルの音楽家たちとクラシッ

ク音楽であそぼう」講師 
 
 
20.東京成徳短期大学附属

第二幼稚園「音楽広場」 
 
 
 
 
21.平成 24 年度江戸川区小

学校音楽部会一斉研究会講

師 
 
22.平成 24 年度江戸川区小

学校音楽部会事前研究・授

業研究 
 
23.赤坂・青山子ども中高生

共育事業音楽づくり・鑑賞

ワークショップ 
 
 
 
 
 
 
24.現代邦楽研究所第 19 期

総合コース講師 
 
25．東京成徳短期大学附属

第二幼稚園「音楽広場」 
 
 
26.平成 25 年度江戸川区小

学校音楽部会一斉研究会講

師 
 
 
27.平成 25 年度江戸川区小

学校音楽部会事前研・授業
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平成23年11
月 
 
 
 
平成23年11
月～平成 24
年１月 
 
平成 24 年１

月～３月 
 
 
 
 
 
 
平成 24 年８

月 
 
 
 
 
 
 
平成24年10
月 
 
 
平成 24 年９

月～平成 25
年１月 
 
 
 
平成24年12
月～平成 25
年２月 
 
 
 
 
 
 
 
 
平成 25 年 6
月 
 
 
平成 25 年８

月 
 
 
平成25年10
月 
 
 
 
 
平成 25 年 9
月～11 月 
 
 

 
港区立港南幼

稚園 
 
 
 
江戸川区小学

校音楽部会 
 
赤坂・青山子

ども中高生共

育事業、アフ

タースクール

放課後、サン

トリーホール 
 
東京成徳短期

大学附属第二

幼稚園 
 
 
 
 
東京都江戸川

区小学校音楽

部会 
 
東京都江戸川

区小学校音楽

部会 
 
 
東京都港区赤

坂・青山子ど

も中高生育成

事業部、サン

ト リ ー ホ ー

ル、NPO 放課

後アフタース

クール 
 
現代邦楽研究

所 
 
 
東京成徳短期

大学附属第二

幼稚園 
 
東京都江戸川

区小学校音楽

部会 
 
 
東京都江戸川

区小学校音楽

部会 
 

 
 
子どもと音楽を共有するための方法、子ど

もの音楽を支えるための方法に関する講

座。講座とともに親子で一緒に音楽をつく

る活動を行った。 
 
小学校音楽科の「音楽づくり」の研究授業

における助言者をつとめた。 
 
 
鑑賞曲の音楽構造を用いて、子ども一人ひ

とりが音楽をつくる活動を行った。また、

演奏家が子どもの音楽を支えるための指

導、助言を行い、子どもとホールの新しい

関わり方を提案した。 
 
 
 
参加型のコンサート及び、子ども一人ひと

りが音楽を即興的につくる活動を行った。

また、保育者を対象とした研修会では、子

どもたちの音を聴き、子どもの音を支え、

発展させることの重要性とその指導につい

て提案した。 
 
小学校の音楽専科教員を対象に、音楽の仕

組みを使って即興的に音楽をつくるワーク

ショップを行った。 
 
小学校の音楽科の「音楽づくり」の研究授

業における助言者をつとめた。 
 
 
 
 
鑑賞曲の音楽構造をもとに一人ひとりが音

楽をつくる活動を行った。「音楽づくりワー

クショップ」のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑを作成するとともに

演奏家と子どもの関わりについて助言を行

った。 
 
 
 
 
 
 
「邦楽と音楽教育」について講義とワーク

ショップを行った。 
 
参加型のコンサート及び、子ども一人ひと

りが音楽を即興的につくる活動を行った。

教員研修会では、音から音楽にする過程を

体験的に提案した。 
 
江戸川区小学校の音楽専科教員を対象に

「音楽づくりワークショップ」を行うとと

もに、常時活動での「音楽づくり」や、鑑

賞曲と「音楽づくり」の関係について述べ

た。 
 
小学校音楽科の「音楽づくり」の研究授業

における助言者をつとめた。 
 
 



研究講師 
 
28.東京成徳短期大学附属

第二幼稚園「音楽広場」 
 
 
 
 
29．音楽授業ラボラトリー

講師 
 
29．東京成徳短期大学附属

第二幼稚園「音楽広場」 
 
 
 
30．現代邦楽研究所講師 
 
 
31．東村山市立北山小学校

研究授業講師 
 
 
 
32．さいたま市中央区私立

幼稚園教諭研修会講師 
 
33．全国劇場・音楽堂アー

トマネジメント研修会講師 
 
 
 
 
34．音楽づくり授業アイデ

ィアワークショップ講師 
 
 
35．日本音楽の教育と研究

をつなぐ会講習会講師 
 
 
 
[その他] 
＜コンクール・コンサート＞ 
1.第 21 回バルトーク・ベー

ラ国際合唱コンクール出場 
 
2.第７回世界合唱の祭典 in
京都出場 
 
3.マルクトオーバードルフ

国際合唱コンクール出場 
 
4.トロサ国際合唱コンクー

 
 
単 
 
 
 
 
 
単 
 
 
単 
 
 
 
 
単 
 
 
単 
 
 
 
 
単 
 
 
 
共 
 
 
 
 
単 
 
 
 
共 
 

 
 
平成 26 年 8
月 
 
 
 
 
 
 
平成 27 年 5
月 
 
平成 27 年 8
月 
 
 
 
 
平成27年10
月 
 
 
平成27年12
月 
  
 
 
平成 28 年 1
月 
 
 
 
平成 28 年 2
月 
 
 
 
 
 
平成 28 年 2
月 
 
 
 
平成 28 年 3
月 
 
 
 
 
 
 
平成 16 年７

月 
 
 
 
平成 17 年 8
月 

 
平成 19 年５

月 
 
 
 

 
東京成徳短期

大学附属第二

幼稚園 
 
 
 
 
筑波大学附属

小学校 
 
東京成徳短期

大学附属第二

幼稚園 
 
 
現代邦楽研究

所 
 
東村山市立北

山小学校 
 
 
 
さいたま市中

央区私立幼稚

園 
 
公益社団法人

全国公立文化

施設協会 
 
 
 
鈴木楽器販売

株式会社 
 
 
 
日本音楽の教

育と研究をつ

なぐ会 
 
 
 
 
ハンガリー 
 
 
 
京都 
 
 
ドイツ 
 
 
 
スペイン 

 
 
参加型のコンサート及び、子ども一人ひと

りが即興的に音楽をつくったり、様々な形

態の音楽に親しむ活動を行った。保育者を

対象とした研修会では、声を使った活動や

合唱活動、ピアノのポイントなどを実践的

に学ぶ時間を持った。 
 
小・中学校の音楽教員を対象に、「音楽づく

り」や「音楽ゲーム」のバリエーションを

つくる活動を行った。 
 
親子で参加できるコンサート及び、子ども

一人ひとりが音楽を即興的につくる活動を

行った。教員研修会では子どもとの即興的

な音楽活動について体験的に提案した。 
 
邦楽器や邦楽のアイディアを使った「音楽

づくり」について提案。わらべ歌を使った

「音楽づくりワークショップ」も行った。 
 
小学校音楽科の「音楽づくり」の研究授業

における助言者をつとめた。また、教員研

修では全科教員も対象とした「音楽づくり

ワークショップ」を行った。 
 
私立幼稚園教諭を対象とした、子どもとの

即興的な音楽活動についての講義と「音楽

づくりワークショップ」を行った。 
 
 
公立施設における新しい音楽活動として、

視覚障がい者と即興的に音楽をつくる活動

について提案。 
味府美香・伊原小百合・木幡由美子・坪能

克裕 
 
小学校音楽教員を対象に「音楽づくりワー

クショップ」を行った。音楽ゲームを中心

に音楽づくりの初心者から経験者までが楽

しむことが出来る活動を提案。 
 
幼・小・中学校教諭及び演奏家を対象に箏

を使った「音楽づくり」を行った。口唱歌

に焦点を当て、それをもとに一人ひとりが

即興的に音楽をつくる活動を提案した。 
講義・ワークショップ担当：森重行敏・味

府美香・吉原佐知子 
 
 
室内合唱部門第１位受賞。 
 
 
 
 
招待演奏、テーマソング（作曲：坂本龍一）

のレコーディング。 

 
総合第１位受賞。 
 
 
 
ポリフォニー部門第１位、フォルクローレ



ル出場 
 
 
5.ポリフォーリア・コーラ

スマーケット出場 
 
6.European Grand Prix 
(Fondazione Guidod’ 
Arezzo)出場 
 
7.European Grand Prix 
For Choral Singing 
MARIBOR2012 
 
 
 
 
＜制作物協力等＞ 
1.Let’s ボディ・パーカッシ

ョン（VIBS-100～102） 
 
 
2.ときめきどうようミュー

ジアム 
 

平成19年10
月 
 
平成20年11
月 
 
 
平成23年11
月 
 
 
 
平成 24 年４

月 
 
 
 
 
 
 
平成 16 年４

月 
 
 
 
平成16年10
月 
 
 

 
 
フランス 
 
 
イタリア 
 
 
 
スロベニア 
 
 
 
 
 
 
ビクターエン

タテインメン

ト株式会社 
 
ビクターエン

タテインメン

ト株式会社 

部門第２位、総合第２位受賞（コンサート

ミストレス）。 
 
日本の合唱団初の招待合唱団として参加。 
 
 
総合第１位及び European Grand Prix for 
Choral Singing MARIBOR 2012 出場権獲

得。 
 
 
ヨーロッパ世界大会入賞。 
 
 
 
 
 
 
 
 
DVD 制作協力。 
 
 
 
CD 制作協力。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 


